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1 9 5 6 (昭 和 31 )年 、 ミ シ ン 部 品 を 造 っ て いた (株 )ブ ラ ザー

精密工業 （ 当 時 ： 碧 海 郡 知立町 ） が 小 型エ ン ジ ン のバ イ ク ＝

モペ ッ トバ イ クブームに合わせて開発したのが排気量 70cc、

出 力 2 . 7馬 力 の 空 冷 単 気 筒 ２ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 搭 載

のマイダ―リングである 。

ヨ ー ロ ピ ア ン タ イ プ で ホ ワ イ ト リ ボ ン タ イ ヤ を 履 い た 。 最

高速度 60ｋ ｍ 、 変 速機 ２ 段グ リ ッ プチエ ンジ 。 燃 料 タ ン ク を セ

ンターフ レームに入れたのが特徴である 。

マ イ ダ― リ ン グは 300台 を 生産 し た 。 開 発 の き っ か けは安

井友 七 社 長が オ － ト バ イ を 好 き だ っ た か ら だ と 言 われてい

る 。 名 古 屋 市 港 区 の 工

場 で は リ ヤ エ ン ジ ン 、 リ

ヤ ド ラ イ ブ の タ イ プ や 2気 筒 、 排 気 量 125 c c 、 ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン 搭

載の本格的オー ト バ イ を完成 し 、 オ ー ト バ イ産業への進出を目指 し

て い た 。 1 9 5 9年 、 そ の 量 産 直 前 に 同 社 港 工 場 は 伊 勢 湾 台 風 に よ り

壊滅した 。

名 古屋市瑞穂区のブラザー工業本社近 くの仙石製作所もサイ ク

ロ ン ペ ッ ト の 生 産 を 同 時期 に 始め てい た 。 同 社 は 刈 ト ヨ モ ー タ ー ス

(刈 谷市 )へ エ ン ジ ンな ど部品供給を行 っていたが 、 ト ヨ モ ー タ ス衰

退後に自社で完成車を発売した 。

1950年 代 、 国内全体では 200社 以上のオー トバ イ メーカーがあ っ

た と 思 わ れ るが 、 名 古 屋 地区で は 70社 を 越 え る メ ー カ ーが乱立 し

て い た 。 名 古 屋 地 区 で は 、 エ ン ジ ン 、 車 体 他 、 主 要 部 品 を 購 入 し て

組立 、 完 成 車 を自社製ブ ラ ン ド で 発 売す る ア ッ セ ン ブ リ メ ー カーが

大半を占めた 。

仙石製作所のサイクロ ンペ ッ トは東南アジアにも輸出していた 。

1959 (昭 和 34)年 ９ 月 26日 、 10台 を 梱 包 し て 明 日九州方面 に出荷 し

よ う と 準 備 し よ う と し て い た 矢 先 、 伊 勢 湾 台 風 ( 1 5号 台 風 )が 猛 威

を震った 。

ブ ラザー 、 仙 石製作所ばか りでな く 、 メ ー カー と関連部品会社の大半は市南部の地帯に工場があ っ

た ため 、 台 風 の浸水被害で壊滅的な打撃を負 っ た 。 市 場 は後発の ス ズ キ 、 ヤ マハが性能 と ス タ イ ル で

優位とな り販売を拡大 、 1957 (昭 和 32)年 に はモペ ツ ト バ イ ク の分野を制覇 したホ ンダ スーパーカブが

発売されてお り 、 すでに名古屋のメーカーは苦境に立たされていた 。 そ して 、 伊勢湾台風の打撃を機に

次々と倒産 、廃業 、 転業を決意したのである 。

中部における国産車のあゆみ Ⅲ 名古屋オートバイ産業の盛衰(10)
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ブラザー精密工業製

ブラザー精密工業の名古屋市港区の港工場

1959年、伊勢湾台風により壊滅した。

仙石製作所のサイクロンペット 伊勢湾台風で壊滅した名古屋市南区笠寺のホダカ工場

浸水は熱田区、瑞穂区、昭和区まで及んだ


